
 

令和７年度 第３回 東小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時   令和７年９月８日（月） 午前９時から午前１０時４５分まで 

２ 開 催 場 所   東小学校 １階 会議室 

３ 出 席 委 員   小名木 秀雄、今中 秀裕、杉山 晴康、中村 将義、鈴木 憲人、 

曽布川 洋平、松井 育子 

４ 欠 席 委 員   高木 邦子、中川 清子、 

５ オブザーバー  佐藤 拓男（中部協働センター長）、島 一道（中部協働センター主任） 

６ 学 校  大石 泰三（校長）、中谷 佳主枝（教頭）、 

舩越 裕康（ＣＳ担当教職員）、原 真衣子（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会  鈴木 陽子 

８ 傍 聴 者   なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 原 真衣子 

10 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、中村委員が本日の議長を務めるこ

とを申し出て、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項  

（１）学校評価と課題の改善策について 

（２）支援活動の具体化について 

12 会 議 記 録  

  司会のＣＳ担当教職員から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

 

 

 （１）学校評価と課題の改善策について 

◼ 議長の指示により、ＣＳ担当教職員から、別紙資料に基づき学校評価結果と課題の改善策

について報告があり、委員からは以下の発言があった。 

➢  資料に目を通すと、保護者は学校へ様々なことを求め過ぎているように感じる。学校に

求める前に、家庭では自分たちで主体的にできることを行っているのか疑問に思う。学

校の方向性をもっと発信して、どんな取り組みを行っているのかを知らせていくと良い。

家庭でやってほしいことをもっと発信していくのはどうか。（杉山委員） 

➢  どのくらいのことができたらいいのかが分からない保護者もいると思う。グラフをみる

と、目標設定・振り返り・意欲に乖離がある。今後もグランドデザインの周知を進めて

いく中で、学校での取り組みがもっと保護者に伝わると、保護者も評価の判断がしやす

くなるのではないか。（曽布川委員） 

➢  高学年はいろんなことにもっと主体的に取り組んでいくべきだと思う。（杉山委員） 

➢  学校と家庭での感じ方のギャップが気になる。（鈴木委員） 



➢  一番乖離があるのが、聴く・深めるという項目である。学年に応じて重点をおく項目を

変えてもいいのではないか。その上で保護者にもその重点について周知していくと良い。

（今中委員） 

➢  挨拶などといった当たり前のことは家庭で行うべきことだと思うが、当たり前のことを

学校で行わなければいけないことを不思議に感じる。（松井委員） 

➢  家庭ですべきことを学校に求めているのではないか。核家族が増えて親子の関係も希薄

になっている。学校が発信しても、それを受け止める力が保護者にないように感じる。

（杉山委員） 

➢  小学生の子供を持つ親として、受け止める力がないということは自分自身もそうだと感

じている。そのうえで、そんな親世代にも響くようにするにはどうしたらいいのかを一

緒に考えてほしい。（曽布川委員） 

➢  学校に任せきりにするのではなく、家庭でするべきことをきちんと行うべき。核家族が

増えて聞ける人もいない。地域とのつながりも希薄になっている。（会長） 

➢  学校からの発信が一方通行になってしまわないようにしたい。（鈴木委員） 

➢  学校での取り組みが伝わるように懇談会や学校だより、学年だよりを活用している。（校

長） 

 

 

 （２）支援活動の具体化について 

◼ 熟議 

➢  保護者といっても様々な人がいる。こうするべき、のようなことを言っても納得してく

れる人と反発する人がいると思う。いろんな発信の仕方を考えていくと良いのではない

か。（曽布川委員） 

➢  高圧的に押さえつけるのではなく、何度も何度も丁寧に繰り返し伝えていくことが大事

だと思う。（鈴木委員） 

➢  目標がたくさんあるように感じる。やはり挨拶ということが一番重要なのではないか。

（松井委員） 

➢  挨拶とは誰に対しての挨拶なのか。身を守るために、知らない人に挨拶をしないように

子供に伝えている家庭もあるようだ。（曽布川委員） 

➢  チーム東小が一丸となって、先生方やオブザーバー、委員がもっとざっくばらんな話し

合いができたら良いと思う。（中村委員） 

 

 

○ 学校支援コーディネーターからの報告 

・認知症サポーター養成講座を 9月 16日に行う。 

・今後も毎月 11日のあいさつ運動を継続して行っていく。 

・５、６年生家庭科のミシン補助ボランティアにきていただけることになった。 

・学校支援活動として、サッカークラブ、バスケットクラブが夏休み中の花壇の水やりを

 行った。今後は、草刈りや散水も行っていく予定である。 



○ オブザーバーより 

多種多様な保護者がいる中、コミュニティスクールという存在をもっと広く知らせていく

とよいと思う。 

 

○ その他 

司会から、次回会議は、令和８年２月１２日（木）午前９時から東小学校会議室で開催す

る旨の報告があった。 

次回議長については、委員から今中委員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを

了承した。 


